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問題１   

説明：下の図のように地球は丸く，太陽の光は平行なために，札幌と東京を比べると， 

   東京の方が太陽光が垂直にちかく当たり，地面が熱くなるので気温が高くなる。 

 

 

 

 

 

 

 

       

問題２   

式や考え方：  

トップの選手が２時間でゴールしたときに，最下位の選手が１周遅れにならないこと 

を考えれば良い。最下位の選手は２時間４０分のうちの２時間走っていて， 

コースの
１２０

１６０
 ＝

３

４
 走っているので，あと４０×

１

４
 ＝１０ｋｍ走ればゴールすることがわかる。 

したがって，周回コースの１周はこの距離より長ければ良い。 

 

答： １０ ｋｍ 

 

 

 １ 

問題３    

８（ｋｍ）と（６ｋｍ）の最小公倍数は２４（ｋｍ）になる。 

よって，２４÷６＝４ より 

４ヵ所に作ればよい。 

 

 

 

 

答：  ４ ヵ所 

 

 

問題４ 解答例    

観客にとってのメリット： 

周回コースでなければ，走る選手を１回しか見れない（応援できない）が， 

周回コースであれば選手を何回も応援できるチャンスがある。 

 

選手にとってのメリット： 

周回コースであれば，観客は集約するので，選手は沿道から常に大きな声援を受けられる。 

「マラソン選手も沿道の声援が多いほど頑張れるとみんな言っている」と会話文に 

あるので，良い成績で走れる可能性が高い。 

 

 

 

 

 

東京 

札幌 
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問題５                 

式や考え方： 

図１より，周回コースの４０ｋｍにはＦＥ（横）が６本含まれるので， 

縦の長さの合計は，４０－２×６＝２８（ｋｍ） になる。 

これがＦＢの長さの４倍になっているので，２８÷４＝７ｋｍとわかる。 

 

 

答：  ７ｋｍ 

問題６             

式や考え方： 

外周と内周の半分（縦＋横）は１０ｋｍと５ｋｍになり，横は共通しているので， 

外周と内周の縦の差（ＦＡとＦＢの差）は１０－５＝５ｋｍとわかる。 

これがＦＢの
２

３
 に相当するので，５÷

２

３
 ＝７.５（ｋｍ）となる。 

 

 

 

答：  ７.５ｋｍ 

解答例                

 

兄 


